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【研究論 】 

地域における SDGs の理 を める取り組みについて 
ル ーを ー とした 子ク 会を開 して  

 
愛知学 大学  崎 子 大   本  

 
要要   
 SDGs の目 である「す ての人に と を」「 の高い教育をみ なに」「 み けら

れるまちづくりを」の実現に けて、学 とともに ル ーを ー とした 子ク

会に取り組 。本取り組みにおいては、学 たちが 作した ル ーに する

の み か ク を取り れた を通して、地域の 子に ル ーをもつ子

もたちの についての理 と、 と同じものを られない子 もたちへの理 と共

を ることを目的とした。 加 の ン ー より、子 もたちが しく 加できたこと

ル ーの について理 が められたという結果が られた。また、SDG の「す

ての人に と を」の に該当するかという に して 85 の方が該当すると

されたことから、 子ク 会は、 ル ーに する の 上と SDG との

性に する理 を高めることに 与したものと考えられる。 
  
１１．．ははじじめめにに  

SDGs（Sustainable Development Goals 可能な開発目 ）は、2015 年 9 の国

会において された。 可能な開発のための 17 の国際目 （ １）が られ、その

に 169のター ッ が まれている。SDGs の“No one will be left behind”（ とり取り

さない）という理 は、 くの小・ 学 高 学 、大学、 業、地域な で行動指針 目

となり、人 の と行動の を 進している。 
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１ SDG の 17 の目  
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明 大学では SDGs に するポ ン グラムを開 し、ポ ン をしながら SDGs 
の自発的な学 を行い、SDGs 分 を日本で一 理 した学 を目指す取り組みをしている 1）。 
大日本 では、 と の みを け わ 、 ー ーとの を め、 会の課題を

する しい価値の な に取り組 でいる 2）。また、 く 性の の みを共 し

て するフ ム ックの ・ 3）、 子 の がい の個性を かした活 の場とし

ての 支 4）、 話 でいじめを する 発活動 ）な が で じられており、 が国

においても SDGs の実現に けて、 な 域で な取り組みがなされている。 
また、 2 年度の SDGs に する 国 ン ー 調査結果（実施 自 SDGs 進

評価調査 会） ）によると SDGs について「 可能な開発を目指す上で 経済、 会、環

の が 要であること」「17 の ール、169 のター ッ から 成されるということ」「2030
年までに 成す き ールであるということ」を知っている人の は 97.5 と高く、 会

的な 知度が高いことが える。さらに 17 の目 のうち、「これまで特に力を れて取り組

できた課題」に する 目では、11「 み けられるまちづくりを」、3「す ての人に

と を」と 4「 の高い教育をみ なに」の 知度が高く、「今 も き き 力したいと

っている課題」においても同 に、11、3、4 の 目の 知度が高い結果であった。 
そこで、17 の国際目 の の「す ての人に と を」「 の高い教育をみ なに」の

つの目 に 目し、 に 加している ル ーへの理 を ー とした 子ク

会に取り組 こととした。 が子の ル ーの にかかわら 、 ル

ーについて しい知 を つことは「 の高い教育をみ なに」にという目 の実現に がり、

ル ーがある子 もへの理 共 は「す ての人に と を」に がると考え

た。 
  
２２．．方方   
  子ク 会は「み ないっし のク 」というタ ルで、2022（ 4）
年 12 3 日（ ）、 前の （11 11 45 分）、 の （13 13 45 分）で開

した。会場は愛知学 大学・愛知学 大学の ールとした。 は 学

の 子とした。 
 
(1) ル ーに する  
 本学 学 の学 が、「子 もの と 」の 業の で、 ル ーについて学

、 ル ーに する を 作した。内 は ル ーのある が保育

施 で える を できるもの、 ル ーのない も ル ーについ

て知る 会になるものとした。 業においてはグルー ワークで 10 作品 作し、その

から内 が しないように 2 作品を 。2 つの をそれ れ ンし、デ

タル にしたものを み か た。 
 
(2) ル ーに するク を えた  
本学 学 の学 が、 ル ーについて学 できた知 を、一般の方 子

もたちに えるために、ク を えた を考 し じた。 
 
(3) お しみの と ン タ ム 
 ク にちな が きな の を、 可 子 （KOROGI 
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の ン ）が ン 、本学の 教 が を担当した。 ン の ー

ドは 教育学 の学 が担当した。 
 
(4) ン ー  
 ク 会に 加した を に で 置き ン ー を実施した。 
 き取り内 は、ク 会に子 もが しく 加できていたか、 ル ーと

なる 品の 知、 ル ーの について、 の内 のわかり

すさ、SDGs の理 への がり とした。 
 ン ー は としてまとめた。 
 
(5) お 産作りと提  
 大 ル ンである 、 ・ 品、小 を 用しない 子をお 産とし、

ル ーではない子 も、 ル ーのある子 もにも同じ 子を した。

教育学 ・ 活デ ン 学 の学 が ック クッ ーを、 学 の

学 が ー ールクッ ーと のカッ ー を作った。 
 
．．結結果果おおよよ 考考   

 子ク 会の 加 人 は、大人 108 、 学 131 であった。 ル

ーのある大人は１ 、 学 は 19 であった。 加した 学 の ル ーとな

る 品は が 11 、 が 6 、小 が 1 であり、 ッ 果 もあった。 大

ル ンとされている 、 が いことが えた。 
 
(1) ル ーに する について 
子 もたちは、 な環 で日 を し、保育施 での 活を通して なこと

を経 し学 でいく。 を ることで、 が ル ーを知り、保育施 な

の 活の で、み なと一 に お つを ることができない ル ー

のある の ちに り うことができると考えた。また、 ル ーのない

の保 地域の方にも ル ーの理 を めてもらうことで、SDGsの目 11「
み けられるまちづくりを」、3「す ての人に と を」およ 4「 の高い教育を

み なに」の取り組みを行うことができる。 
教育学 の学 が 作した の内 は、 ル ーの理 に加え、 き

いとの い ル ーのためみ なと同じものを ることができない ちに

り ったものになった。ク 会で み か を行った２作品は、 を れたり、

ー ーの 場な が 味をもって して くことができるように した。 
「あれる ーってなあに 」（ 2）と「みあち とカ ーラ 」（ 3）の内 は

下とおりである。 
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ル ー、 ル ー、小 ル ーのあるお に い 人が、  

 ンをおいしいからと って さ ようとする。な でも ないと大きく 
 なれないと われて、 になるお 。そこに ー ーが ってきて、 い 人 
 からお を るとともに、 ル ーがあっても他の で をとれば大 
 きくなれることを教える。子 もは ル ーがあっても自分は大 な と 
 する。 
 

２ 「あれる ーってなあに 」の の一 とあらすじ 
 

 
 
 
 
 
 
 みあち は小 ル ーのある年 。今日はみあち の通う のお り 
保育。お り保育がとても しみなみあち 。 はみ なで を ってカ ー 
ラ を作った。みあち がおかわりしようとすると、みあち のカ ー け別 
の で作ってあった。な 、みあち のカ ー け うのか に うお と 
みあち に先 が ル ーについて説明する。先 の話を いたお も、 
みあち が えて小 の ったものを ないようにみあち を る を 
する。 

 
        「みあち とカ ーラ 」の の一 とあらすじ 
 

、保育 を目指す学 が ル ーについて学 、教材を 作することでさら

に理 を めることができたものと われる。保育 として「 とり取り さない保育」

を実施していくことは、SDGs の 成につながるものと考えられた。 
 
(2) ル ーに するク を えた について 
 学 の学 は、「 ル ー 論」 
で した 知 を基に、子 もたちに分かり 
すく ル ーについて えるために、「  

ル ーのおはなし」と題して ク ーンを 
活用し、ク を え、 加した 子と 話を  
えながらの を上 した（ ）。「 ル 
ーのおはなし」の内 は 下の 5 のとおりで 

ある。 
                            の 子 
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かなこち は ル ーがあり、 、 、小 が られないことを ち 
に えた。 ちは ル ーがないため、かなこち に ル ーにつ 
いて教えてもらうことにした。 を っている調味 は れか、 は加 したら  
でもよいのか、小 を っていない 子は れか、についてク で学 をす 

すめた。さらに、 ル ーがある場 、 という方 があり、小 は  
に、 は に えれば ル ーがない子と同じものが られることを 
える。お 産として するクッ ー ー は、 、 、小 を 用していな 

いため、 してた られることを え、 ル ーのある子にとって、み な 
と同じものを られることが しいことを知ら た。 

 
 「 ル ーのおはなし」の ワーポ ン の一 とあらすじ 

 
(3) お しみの と ン タ ムについて 
 ン と で ッ 、さ 、 ッ ィック 、きよしこの な        

を し、 ン の を し とともに、ク 会を り上 ることができた（

）。また、 ン と の で の カ の ン を 加 で った。子

もたちが を って、 しそうに っている 子が 的であった。 
 
   
 
 
 

 
 と ン の 子 

 
(4) ン ー の結果 
 本会の 加 75 組の保 に ン ー を で実施し、70 組の を られた。

ン ー の結果は 下のとおりであった。 
  

 
   子ク 会に 加した     保 からみた子 もの 子 
     保 の  

 
ル ー、 ル ー、小 ル ーのあるお に い 人が、  

 ンをおいしいからと って さ ようとする。な でも ないと大きく 
 なれないと われて、 になるお 。そこに ー ーが ってきて、 い 人 
 からお を るとともに、 ル ーがあっても他の で をとれば大 
 きくなれることを教える。子 もは ル ーがあっても自分は大 な と 
 する。 
 

２ 「あれる ーってなあに 」の の一 とあらすじ 
 

 
 
 
 
 
 
 みあち は小 ル ーのある年 。今日はみあち の通う のお り 
保育。お り保育がとても しみなみあち 。 はみ なで を ってカ ー 
ラ を作った。みあち がおかわりしようとすると、みあち のカ ー け別 
の で作ってあった。な 、みあち のカ ー け うのか に うお と 
みあち に先 が ル ーについて説明する。先 の話を いたお も、 
みあち が えて小 の ったものを ないようにみあち を る を 
する。 

 
        「みあち とカ ーラ 」の の一 とあらすじ 
 

、保育 を目指す学 が ル ーについて学 、教材を 作することでさら

に理 を めることができたものと われる。保育 として「 とり取り さない保育」

を実施していくことは、SDGs の 成につながるものと考えられた。 
 
(2) ル ーに するク を えた について 
 学 の学 は、「 ル ー 論」 
で した 知 を基に、子 もたちに分かり 
すく ル ーについて えるために、「  

ル ーのおはなし」と題して ク ーンを 
活用し、ク を え、 加した 子と 話を  
えながらの を上 した（ ）。「 ル 
ーのおはなし」の内 は 下の 5 のとおりで 
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 ル ーとなる         10 ル ーの 
  品の 知                  品について 
 
   
 
 
 

 
11 の内 の分かり すさ  12 ル ーを知るうえで 
                        は ったか 
 
 
 
 
 
                    
                   14 本会が SDGs の「す ての人に 

                        と を」の に該当するか 
13 SDGs の 知          

 

ク 会に 加した保 の 、子 もの 子は、 7、8 より 95 上の人が

しめたという結果であった。 の み か 、ク を えた 、 、 ン

の 成は、 子で しめる内 であったことが された。 

ル ーとなる 品の 知度は（ 9）、知らない人が くおら 、 ル

ーに する 知度は高かった。また、 ル ーの 品についても 95.7 の人が

知っているという結果であった。 らが開 した 2021年 12 の 子ク 会では

ル ーの 品を知っている人およ ル ーの 品を知っている人は

それ れ 87 であり 7）、 ル ーの 品の 知度、 品の 知度は高まってい

ることが えた。 

学 の 作した については、「とてもわかり すかった」58.6 「わかり

すかった」41.4 であり（ 11）、す ての 加 に理 してもらえた結果であった。さ

らに、 についても 加 に つ内 であった（ 12）。 

SDGs の 知度については（ 13）、 を知っている人は 92.8 であるが、内 まで

知っている人は 55.7 と 度であった。しかし、ク 会の進行において SDGs
の説明をしたことで、本ク 会が目 の１つである「す ての人に と を」

に該当すると した人が 85.7 であった。SDGs は「 一人取り さない 会」の実現
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であり、 な 題 を し、 で 題を考え していくことが必要である。本ク

会は、 ル ーがある子もない子も、 ル ーについて知る場となり、

それが SDGs の実現に がっていることも理 される 会となった。 

 

(5) お 産の  
 大 ル ンである 、 ・ 品、小 を 用しないクッ ーと ー を ッ

し（ 15）、 り際に 1 人 1 つ した（ 16）。 でも作ることができるよう

に、 も提 した。 
 

 
 
 
 
 
                             
     15 お 産の き 子    16 お 産の の 子 
 
55..    ままととめめ    

SDGs の目 である「す ての人に と を」「 の高い教育をみ なに」「 み

けられるまちづくりを」の実現に けて、学 とともに ル ーを ー とした

子ク 会に取り組 。本取り組みにおいては、学 たちが 作した ル

ーに する の み か ク を取り れた を通して、地域の 子に

ル ーをもつ子 もたちの についての理 と、 と同じものを られない子

もたちへの理 と共 を ることを目的とした。 加された方の ン ー より、 子

ク 会は、 ル ーに する の 上と SDG との 性に する理 を

高めることに 与したと考えられた。 
 

  
 「み ないっし のク 会」は、学 人 学 110 年 の助成 を

けて開 した。「み ないっし のク 会」の開 にあたり、 力いた いた

KOROGI の ン  可 子 、本学の  教 、 助

として本学研究 助 の 、 、お 産作りおよ 加の本学

教育学 、 学 、 活デ ン 学 の学 に いたします。 
 
用用   

1） 岡 「SDGs 経 の 進に けた ン ン ィブの研究 明 大学「SDGs ポ
ン 」に る 学 の取り組みに する一考 」明 大学経 学研究 要、1188、2022

年、89 102  

2） 「 業界における SDGs とは  大日本 における取組事例 」日本

学会 、5577（2）、2020年、66 69  

3）SDGs ン ー を実現しよう 業 け「フ ム ック」 広がる、 日

 
 
 
 

 
 

 ル ーとなる         10 ル ーの 
  品の 知                  品について 
 
   
 
 
 

 
11 の内 の分かり すさ  12 ル ーを知るうえで 
                        は ったか 
 
 
 
 
 
                    
                   14 本会が SDGs の「す ての人に 

                        と を」の に該当するか 
13 SDGs の 知          

 

ク 会に 加した保 の 、子 もの 子は、 7、8 より 95 上の人が

しめたという結果であった。 の み か 、ク を えた 、 、 ン

の 成は、 子で しめる内 であったことが された。 

ル ーとなる 品の 知度は（ 9）、知らない人が くおら 、 ル

ーに する 知度は高かった。また、 ル ーの 品についても 95.7 の人が

知っているという結果であった。 らが開 した 2021年 12 の 子ク 会では

ル ーの 品を知っている人およ ル ーの 品を知っている人は

それ れ 87 であり 7）、 ル ーの 品の 知度、 品の 知度は高まってい

ることが えた。 

学 の 作した については、「とてもわかり すかった」58.6 「わかり

すかった」41.4 であり（ 11）、す ての 加 に理 してもらえた結果であった。さ

らに、 についても 加 に つ内 であった（ 12）。 

SDGs の 知度については（ 13）、 を知っている人は 92.8 であるが、内 まで

知っている人は 55.7 と 度であった。しかし、ク 会の進行において SDGs
の説明をしたことで、本ク 会が目 の１つである「す ての人に と を」

に該当すると した人が 85.7 であった。SDGs は「 一人取り さない 会」の実現
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、2023.3.6、 、17  

4） カワ SDGs きがいも経済成 も 子 が 支 、 日 、

2023.3.12、 、21  

5） カワ SDGs と をす ての人に さ 、 日 、2023.3.19、

、11  

6）自 SDGs 進評価調査 会「 2 年 SDGs に する 国 ン ー 調査結果」

https://www.chisou.go.jp/tiiki/kankyo/kaigi/pdf/sdgs_enquete_chousa_r02_kekka.pdf 
 （2023.3.11 ク ） 
7） 、大 、 崎 子、 本 「保育 成課 における ル ー

に する 上のための グラムに する研究」愛知学 大学 要、55（1）、2022

年、51 61  
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